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平成３０年度 第７回人事委員会 会議結果 

 

一 日 時     平成３０年８月２０日（月） 午前９時４５分から１０時５５分まで 

 

二 場 所     人事委員会委員室（県庁第二庁舎７階） 

 

三 出席者 

１ 人事委員   委 員 長  上 田 博 久 

         委   員  小 松 哲 也 

         委   員  中 本 久美子 

２ 事務局職員  事務局長  今 岡 誠 一  次長兼任用課長  山 添   久 

給与課長  吉 野 一 朗  係      長  毎 野 卓 実 

係  長  湯ノ口   修   係        長  足 立 陽 子 

係  長  髙 多 孝 典 

３ 傍聴者    １名 

                   

四 議 題 

 議案第 1 号 平成 30 年度鳥取県職員採用試験（大学卒業程度）の採用候補者の決定及び採用候補

者名簿の確定について 

議案第 2号 平成 30 年度鳥取県職員採用試験（民間企業等経験者対象）の採用候補者の決定につい

て 

議案第 3号  選考により採用する職に係る承認について（船舶乗組員） 

議案第 4号 人事委員会定めの一部改正について（単身赴任手当関係） 

報告第 1 号 平成 30 年度鳥取県警察官採用試験（警察官Ａ（1 回目））の採用候補者の決定につい

て  

報告第 2号 国家公務員の給与等に関する人事院勧告等の概要について 

 

五 議 事 

◇委員長職務代理者の指定について 

  委員長の職務代理者として指定されていた前中原委員が平成３０年７月１８日の任期満了をもっ

て退任したため、上田委員長が新たに小松委員を委員長職務代理者に指定した。 

 

議事について公開又は非公開のどちらとするかについて審議を行い、議案第 1 号、第 2 号及び報

告第1号は非公開、議案第3号、第4号及び報告第2号は公開とすることについて全員の合意を得た。 

 

◇議案第１号及び第２号 

平成３０年度鳥取県職員採用試験（大学卒業程度）の採用候補者の決定及び採用候補者名簿の確定及

び、平成３０年度鳥取県職員採用試験（民間企業等経験者対象）の採用候補者の決定について、事務局

が一括して説明し、原案のとおり決定した。 

 

◇議案第３号 

 選考により採用する職に係る承認（船舶乗組員）について、事務局が説明し、原案のとおり決定した。  

 

【説 明】 

職員の任用に関する規則第１９条第２項の規定に基づく選考職の承認について、鳥取県教育委員会か

ら以下のとおり申請があり、適当と認められるので申請のとおり承認しようとするもの。 
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１ 申請理由 

  船舶乗組員（機関部）について、一等機関士の定年退職による欠員を補充するため。 

  境港総合技術高等学校の海洋練習船「若鳥丸」の船舶乗組員としての業務に必要な経験や知識を有

する者を充てる必要がある。 

 

２ 採用予定者数  

１名 

 

３ 採用予定日 

 平成３１年４月１日 

 

４ 選定方法 教育委員会事務局において各種試験、適性検査、書類による選考を実施 

（１）試験内容 

教養試験 公務員として必要な一般的な知識及び知能（社会科学・人文科学・自然科学

に関する知識、文章理解・判断推理・数的推理・資料解釈等の能力）につい

ての筆記試験 

小論文試験 公務員としての必要な識見、思考力、表現力などについての筆記試験 

面接試験 個別面接による人物・知識についての口述試験 

適性検査 性格検査 

 

（２）受験資格 

年齢要件 昭和３４年４月２日以降に生まれた人 

資格・免許等 船舶職員及び小型船舶操縦者法第５条に規定する五級以上の海技士（機関）

に係る免許を有すること 

※上記の五級以上の海技免許に関しては、次の者についても受験資格を有す

るものとする。 

・海技士国家試験の筆記試験のみの合格者 

・登録船舶職員養成施設の課程を修了し、海技士国家試験の筆記試験を免除

された者、又は免除予定の者 

 

（３）実施スケジュール（予定） 

    募 集 期 間：平成３０年８月２３日（木）～９月２５日（火） 

        試  験  日：平成３０年１０月１３日（土） 

    選考結果発表日：平成３０年１１月１２日（月） 

 

５ 人事委員会の判断 

上記の職は、「常に選考によるものとするが、実施に当たりあらかじめ人事委員会の承認を要す

るもの」として整理されている職であり、また、選定方法も適当であると判断する。 
 

【質 疑】 

委 員：教養試験というのは、先日行った大学卒業程度の試験と共通の内容なのか。 

事務局：高校卒業程度となる。 

委 員：申請理由が一等機関士の定年退職で、採用する人の資格は五級以上の海技士となっている。法

律で海技士の級が定めてあるが、一等機関士はその中でどの級に位置づけられるのか。 

事務局：一等機関士になるためには四級海技士の免許が必要となる。このたび一等機関が退職されるこ

とにより、その下の二等機関士が一等機関士になられて、持ち上がりで空いたところに新しい
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職員を配置する予定と聞いている。 

委 員：全体の定員をきちんと確保し、将来に備えるということか。了解した。 

 

 

◇議案第４号 

 人事委員会定めの一部改正（単身赴任手当関係）について、事務局が説明し、原案のとおり決定した。  

 

【説 明】 

以下のとおり定めの一部を改正しようとするもの。 

 

１ 通知の名称 

   単身赴任手当の運用について 

 

２ 改正概要 

（１）手当支給要件の緩和 

       支給要件の一つである「やむを得ない事情による配偶者との別居」に係る「やむを得ない事情」

として、認められるもののうち「保育所等に通所している同居の子を養育する場合」の「子」に

係る「満 3歳以上」の年齢要件を撤廃。 

        これに併せて、「保育所等」に該当する施設に「居宅訪問型保育事業を行う施設」を追加。 

 

（２）手当支給対象の拡大 

        以下の①又は②の手当支給対象職員に類する事情があると認められる職員（あらかじめ人事委

員会への個別協議が必要）を支給対象に追加。 

        ① 異動に伴い別居することとなった配偶者が、職員の当該異動前の勤務公署から 60㎞未満の

範囲内にある住宅に転居した職員 

       ② ①に該当しない職員のうち、異動に伴い別居することとなった配偶者が、父母の介護等のた

め、職員が過去に勤務していた勤務公署から 60 ㎞未満の範囲内等にある住宅に転居した職

員 

 

３ 適用日 

   議決日とする。 

 

◇報告第１号 

 平成３０年度鳥取県警察官採用試験（警察官Ａ（１回目））の採用候補者の決定について、事務局が

説明した。 

 

◇報告第２号 

 国家公務員の給与等に関する人事院勧告等の概要について、事務局が説明した。 

 

【説 明】 

本年 8月 10 日（金）に行われた国家公務員の給与等に関する人事院勧告等の概要は以下のとおり 
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【質 疑】 

委 員：若年層は 1,000 円程度、その他は 400 円程度の引上げとあるが、若年層、その他はどこからど

こまでかというのは、これから決まるのか。 

事務局：人事院勧告に給料表が載っている。この改定後と改定前の給料表を差し引きして、1,000 円上

がっているところが若年層ということになるが、おそらく明確に何号給ということではない。

１級２級は採用直後の級で若年層といえるが、号給が高いところは、それなりの経験年数をも

った方が適用される号給。１級２級の号給が低いところのあたりではないかと思う。    

委 員：民間給与との差が 0.16%、俸給表の平均改定率は 0.2%と割合がずれているように思うが。 

事務局：何に対する割合かというところが異なる。0.16%は本給に手当を加えた給与総額に対する差額の

割合、平均改定率は本給部分である給料表の引上げ割合ということ。 

 

 

六 次回人事委員会の開催 

  平成３０年９月４日（火）午後３時から開催することとした。 

 


